	ＤＩＹ業「施設管理／職務」

	【概要】
店舗から依頼された店舗の修繕や諸設備の修理について、適正な業者と契約し、工期やコストなどを考慮した計画を立案し、円滑な修繕や修理を推進する職務。

修繕や修理の規模によっては、工事管理を適切に実施する職務がある。
【仕事の内容】
施設管理の仕事は、概略すると以下のとおりである。

（１）店舗営繕は、店舗から依頼のあった店舗の修繕や設備の修理について、適切に業者を選定し、契約を行い、工期あるいは納品やコストなどを考慮した計画を立案し、円滑な修繕や修理を推進する。

（２）施設管理部門では、店舗からの修繕などの依頼有無にかかわらず、施設管理業務（施設開発および施設保全）の計画を作成し、全体を管理することを求められる。

（３）施設管理部門では、関係部門と連携しながら、既存の施設および設備の機能を保全し、円滑に運用することを求められる。
【求められる知識・経験】
（１）ＤＩＹ業の本部(本社)業務に入職を希望する場合においても、通常、店舗業務を経験した後に本部(本社)業務に異動することが一般的であり特別な公的資格は必要とされない場合が多い。経験採用の場合は、営繕など施設管理における実務知識と専門知識が問われる。

（２）施設管理部門は、必要に応じて店舗の調査や設計、工事、営繕など比較的専門性の強い業務が求められることから、店舗経験を経ずに入職することもある。このような場合は建設などを学んだ人材の採用が多い。

（３）修繕や修理の規模によっては、計画どおりに工事を進めるために、店舗側と施工・工事(業者)側とを調整するコミュニケーション能力が求められる。また、そのようなコミュニケーションを図れる専門知識や経験も重視される。
【関連する資格・検定など】
・１・２級建築施工管理技士(国土交通省、都道府県)

・１・２級建築士(国土交通省、都道府県)
【労働省職業分類(小分類)との対応】
・０５１ 建築技術者

・２５２ 企画・調査事務員　



